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第92回二科展・第55回二科会写真部展

は9月5日（水）から17日（月）の会期（9月

11日休館）で、新会場の国立新美術館に

絵画・彫刻・デザイン・写真の4部門作

品を展示した。昨年までは東京都美術館

と上野の森美術館の2会場に展示してい

たが、今年からは東京・六本木の国立新

美術館に会場を移し、同美術館の全館を

使用して4部門の作品を一堂に展示する

総合美術展として開催した。

展覧会初日の9月5日（水）には、美術館

1階入口で二科会4部の代表、織田廣喜二

科会理事長、細井良雄彫刻部常務理事、

今村招秀デザイン部代表、大竹省二写真

部理事長によるテープカットがおこなわ

れ、二科展に新たな歴史が刻まれた。

第55回写真部展は、応募総数15,915点

から選ばれた入選・入賞作品961点と会

員・会友作品を合わせた1,325点を展示し

た。昨年より300点ほど多い展示になっ

たが、新会場になって展示スペースが全

長611メートルと広くなったために、会

員・会友作品と一般銀塩部門、一般デジ

タル部門の作品はパネルサイズを70セン

チ角に大きくし、全て2段掛けにしてア

イレベルで鑑賞できる展示にした。学生

部門だけは50センチ角パネルで3段掛け

の展示になった。

国立新美術館の第1回展を記念して、

写真部創立会員4名の作品を特別展示し

た。また写真部展会場入り口には第1回

からの歴代「二科賞」作品パネルを展示

した。

壁面いっぱいの4段掛け展示で不評だ

った昨年までの展示に比べると、会場全

体がゆったりとした明るい雰囲気で作品

のクオリティー効果も増して、よりスケ

ールアップした展覧会になった。写真部

展の全作品を見終わるには、かなりの時

間を費やさなければならないが、来場者

が1点1点じっくり鑑賞していたのが強く

印象に残った。休日には貸し切りバスを

利用し、写真部の会員・会友が支部員を

引率して訪れた支部もいくつかあり、こ

れまでにない盛り上がりを見せた。

入場者へのアンケートでも“会場が昨

年より広くなって展示もゆったり余裕が

あって見やすくなった”といった意見が

多かった。来場者の傾向を見ると、圧倒

的に女性が多く約70パーセントを占め、

年代では50歳代がもっとも多く、今回が

初来場という人が全体の約40パーセント

にもなった。やはり六本木というブラン

ド人気と、話題性のある国立新美術館で

の開催、そしてアクセスのよさなどが相

まっての結果であるように思える。

二科展の会期12日間の入場者数は

106,721人で、1日平均約9,000人が入場し

たことになる。二科会4部門の会場のなか

でも、写真展会場の鑑賞者がもっとも多か

ったように感じたのは決して身内のひいき

目ではなく、いたって客観的な見解である

はずである。今回から一般公募作品の展

示数を大幅に増やしたことで作品内容も

充実し、それによって入場者数も増える

といった相乗効果を得ることができた。
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広々とした写真部展会場には多数の人々が来場した。

二科会4部の代表によるテープカット。

写真部展会場の入口には受付が設置され、美術団体の展覧会に

相応しい品格が備わった。入口の壁面には第1回展から第54

回展までの「二科賞」作品のパネルも展示。
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はじめに理事長・大竹省二創立会員が
挨拶（別掲）。つづいてご列席いただい
た来賓52名の紹介があり、来賓を代表し
て富士フイルムイメージング（株）石原
慎治氏、『アサヒカメラ』奥田明久編集
長、写真ジャーナリストの岡井耀毅氏、
そして（社）二科会彫刻部会員・監事の
吉野毅氏からそれぞれご祝辞（別掲）を
いただいた。

いよいよ公募部門入賞者の表彰が始ま
り、“これより第55回二科会写真部展各
賞の表彰に移らせていただきます。はじ
めに第55回展「二科賞」「全国知事会賞」
の表彰です。第55回展二科賞「化粧鏡」
宮内勝廣さん（千葉県）、どうぞステー
ジまでお進みください”のアナウンスで
受賞者の宮内さんが壇上まで進み、大竹
理事長より賞状と賞金が授与された。つ
づいて「全国知事会賞」の北脇英雄さん
に賞状と賞品が授与され、その栄誉を讃
えた。
一般銀塩部門では「ペンタックス賞」

神田義桂さんほか「協賛会社賞」22名と
同部門「奨励賞」の13名を表彰。一般デ
ジタル部門は「キヤノン賞」大野三郎さ
んほか「協賛会社賞」10名と同部門「奨
励賞」5名が表彰された。つづいて学生
部門「学生二科賞」の志村祥隆さんに賞
状と賞金が授与され、同部門「協賛会社
賞」10名が表彰された。そして各部門の
入選者代表1名が表彰された。一般銀塩
部門入選者773名を代表して平野史子さ
ん、一般デジタル部門入選者103名を代
表して松尾博知さん、学生部門入選者22
名を代表して姜賢秀さんに賞状が授与さ
れ、第55回展公募部門の入賞・入選者の
表彰は全て終了した。
引きつづき会員・会友の表彰に移り、

まず「創立会員賞」の中山陽、須賀一、
角尾栄治、市川喜久雄の4会員に各賞が
大竹理事長より授与された。また「会員
努力賞」は5名、「会友努力賞」は8名が
受賞した。
以上で各賞の表彰は終わり、つづいて

今年の「会員推挙」18名、「会友推挙」
33名に大竹理事長より認定書が渡され
た。時間の関係で、予定していた全国47
都道府県支部長の紹介は割愛したが、第
55回展の授賞式は滞りなく終了した。
授賞式の後、各部門別に入賞者の記念

撮影がおこなわれた。

今日は台風に見舞われまして、授賞式
が開けないのではと心配しました。この
授賞式は年に一度の大事な行事ですか
ら、どんなことがあっても皆さんきっと
お見えになると思ってはおりましたが、
なんと900名以上の方々がこの会場にご
参集いただきました。二科会写真部もま
だまだ見捨てたものじゃない、と大変う
れしく思っております。本日ご出席いた
だきました皆さんには心より感謝申し上
げます。
二科会写真部展は毎年、この9月に開

催してきました。昨年までの展覧会場は
上野の東京都美術館と上野の森美術館で
したが、今年から新たにオープンした国
立新美術館に移りました。新会場での第
1回展になります。すでに展覧会場に行
かれた方もいらっしゃると思いますが、
明るく広く素晴らしい会場で、ゆったり
とした作品展示になっております。作品
1点1点を十分に堪能していただけるもの
と思います。
二科展は1年に1回ですから、会員・

会友、一般公募作品、学生諸君の渾身の
力をこめた作品が展示されています。今
日の授賞式は、その努力に報いるための
大事なおめでたい式典として開催させて
いただきました。入賞・入選の皆さんは、
本日ここに出席できたことを本当に自慢
に思っていただきたい。こうして皆さん
のお顔を拝見できたことは大変喜ばしい
かぎりです。
今日は想い出に残る授賞式になること

を願っております。大いに楽しんでいた
だけたらと思います。

本日は第55回二科会写真部展おめでと
うございます。また受賞者の皆様、本当
におめでとうございます。本年から六本
木の新しい国立新美術館に会場が移され
ました。大竹先生は日頃、二科会写真部
の重要な使命として常に新しい表現、新
しい挑戦で日本の写真界をリードする、
このようにおっしゃっております。まさ
にそれに相応しい新しい舞台だと感じま
した。
六本木といえば私ども富士フイルムも

今年、国立新美術館すぐそばの東京ミッ
ドタウンに本社を移転しました。また皆
様から50年間ご愛顧いただきました銀座
の富士フォトサロンも、東京ミッドタウ
ンの本社ビルに移させていただきまし
た。六本木はまた新しい写真文化の発信
拠点になるものと思っています。新しい
富士フイルムフォトサロンもぜひご覧い
ただければと思います。
デジタルカメラの普及で写真の表現の

幅、表現方法が様々に変わってきている
と思います。そうした中で二科会写真部
に期待されているのは、やはりデジタル
を含めた新しい写真表現の追究であると
思います。
今回ご案内いただいた案内状の中に、

銀塩写真のプリントで銀塩写真の魅力を
再発見できたという文章もあり、私ども
大変うれしく思っているのですが、やは
り写真の原点である銀塩写真の維持、普

公募部門および
会員・会友の表彰 ■大竹省二理事長挨拶

「第55回展は渾身の力
をこめた作品を展示」

■来賓ご祝辞

「新しい写真表現の
追究に期待」
富士フイルムイメージング株式会社

石原 慎治 様
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2007年の第55回二科会写真部展は、
9月5日（水）から17日（月）の会期で国
立新美術館にて開催した。二科展はこ
れまで毎年9月1日からの開催だった
が、今年から会場が国立新美術館に移
って会期が変わったため、毎年9月1日
だった二科会写真部展授賞式および懇
親会も、今年は9月7日（金）の開催とな
った。
8月末に太平洋上に発生した台風9号
が北上していて日本上陸が懸念されて
いたが、その予測が的中して9月6日か

ら7日にかけて関東地方を直撃した。
このため6日から首都圏への航空便や
新幹線が運休するなど交通機関に大き
な影響が出て、はたして予定どおり授
賞式が開催できるかも危ぶまれる状況
だった。実際、出席を予定していて残
念ながら上京が叶わなかった方もい
て、恨み辛みの台風来襲ではあった。

台風一過の授賞式に
900名以上が参集

台風9号は6日の夜中に関東を通過し
て7日の朝には徐々に天気も回復し、
台風一過の授賞式となった。午後1時
過ぎには全国からの入賞・入選者が会
場の東京プリンスホテルに続々と参
集、2時近くなると授賞式会場の席は
ほぼ満杯となり、やや緊張感の漂う雰
囲気のなかで開会を待った。
授賞式の当日、午後12時40分から

開催していた2007年度「（中）二科会写
真部定時会員会友総会」の時間が延び
て2時までかかったため、授賞式は予
定より30分遅れの2時30分に始まっ
た。
授賞式には一般部門および学生部門

の入賞・入選者と同伴者、そして来賓
の方々、会員・会友が出席。台風とい
うアクシデントに見舞われたにもかか
わらず、なんと過去最多の総勢900名
以上の出席を得て広い会場も満席状
態、盛大な授賞式となった。

第55回二科会写真部展授賞式は
900名以上が参集して盛大に開催

「全国知事会賞」受賞の北脇英雄さん 「学生二科賞」受賞の志村祥隆さん

「二科賞」受賞の宮内勝廣さん
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授賞式会場の東京プリンスホテル・プ
ロビデンスホールから鳳凰の間に会場を
移して、午後4時15分から第55回二科会
写真部懇親会を開催した。今年の懇親会
には（社）二科会の織田廣喜理事長、石
附進絵画部常務理事、吉野毅彫刻部監事、
生方純一事務長にご出席いただいた。
はじめに川本貢功会員の開会挨拶につ

づいて、織田廣喜理事長から「今回はじ
めて写真部の授賞式懇親会に出席させて
いただきました。昔は絵画部も写真部も
一緒に上野精養軒で授賞式をおこなって
おりました。現在も絵画・彫刻・デザイ
ン・写真が二科会のなかで交流を深めて
います。今年は国立新美術館の広い会場
で盛大な展覧会を開催でき、誠に喜ばし
いかぎりです」とご挨拶をいただいた。
ペンタックスファミリーの田中茂樹事

務局長にご挨拶と乾杯のご発声をお願い
し、元気よく「皆様のますますのご健勝
ご発展を祈念して乾杯したいと思いま
す。カンパイ」の声が響くと、会場は授
賞式の緊張から解き放されて一気に盛り
上りを見せた。例年、二科会写真部の懇
親会は盛況であるが、特に今回のように
900人以上が一堂に会したパーティーは

想像を超えた賑わいを見せ、いっそう参
加者の気分も高揚して熱気に満ち、会場
内では会話の声も聞き取れないほどの喧
噪に包まれた。
二科会写真部展に参加している人々の

写真へのエネルギーがいかに大きなもの
であるかを誇示するような盛況ぶりであ
った。昨今、二科会写真部の高齢化が言
われていて将来を不安視する向きもある
が、こうした活気に満ちた光景を見ると、
そうした懸念も危惧も払拭され、写真へ
の情熱が少しも衰えていないことを強く
アピールする懇親会となった。
ステージ上では恒例の各支部ごとの記

念撮影が盛んに行われるなど、会場は和
気藹々とした明るく楽しい雰囲気で終始
した。
宴たけなわの午後5時50分ごろ中締め

となったが、別れを惜しむように会場の
賑わいはしばらくつづいていた。また来
年、この授賞式での再会をそれぞれ誓い
合って、名残惜しく帰路についた。

門間　至知 秋　田
塚本　東明 山　形
矢尾板信孝 山　形
笹川　義信 宮　城
内藤　建 東　京
中桐　敬二 東　京
野村　芳江 東　京
矢島富佐恵 東　京
下間　長平 千　葉
新井　啓子 埼　玉
角田　行生 群　馬
古谷野より子 栃　木
堀内　三男 山　梨
神田　義桂 静　岡
鈴木　邦明 静　岡
鈴木　義二 静　岡
戸谷　英利 長　野

大見　信 愛　知
清原のりお 愛　知
後藤　征二 愛　知
河瀬　貴明 岐　阜
戸田　英義 三　重
朝倉　隆文 富　山
小野田章和 和歌山
藤原 大　阪
水谷　季子 大　阪
中藤　章雅 岡　山
和久田時子 岡　山
豊田　慶尚 広　島
澄田　一郎 山　口
安成　恒昭 山　口
宇都宮幸種 愛　媛
みうら悦子 宮　崎

岩崎　充男 群　馬
常藤美代子 鳥　取
向井　俊久 富　山
石川　照雄 大　阪
龍　曠光 長　崎
中原田鶴子 和歌山
檀上　善一 福　岡
前田　孝憲 栃　木
鉄田　武範 広　島

早渕　英子 宮　崎
松下　裕美 宮　崎
佐藤ちえ子 山　梨
吹野　晃 京　都
寺村　千秋 滋　賀
本田　洋子 千　葉
斉藤　憲司 北海道
堀田　俊秀 山　口
工　俊治 石　川

●創立会員賞（会員対象）
林忠彦賞 「噴煙」 中山　陽 福　岡
秋山庄太郎賞 「遭遇」 須賀　一 東　京
早田雄二賞 「庭先」 角尾　栄治 東　京
大竹省二賞 「変貌」 市川喜久雄 愛　知

●会員努力賞
「夕陽の塔」 臼井　薫 愛　知
「飛び立つ」 中北　満雄 香　川
「白い坂」 薩川　高宏 静　岡
「朱い実」 渋谷吉之進 東　京
「風韻」 田邉　幸雄 栃　木

●会友努力賞
「晴れた日」 松下　裕美 宮　崎
「秘められた記憶」 吹野　晃 京　都
「母子」 伊藤　滋 愛　知
「残照の丘」 宗岡　泰昭 広　島
「慈愛」 工　俊治 石　川
「女瞳私（ブルーホワイト）」 福田　幸子 神奈川
「ピンク・レディー」 会津　正治 長　野
「母子」 本寺　一弘 鹿児島

会員・会友の受賞者

来賓の方々と談笑する大竹理事長（右手前）

懇親会場のステージでは各支部の記念撮影が次々におこなわれた。

■懇親会レポート

懇親会の盛況ぶりに
気分も高揚

社団法人二科会　織田廣喜理事長

ペンタックスファミリー　田中茂樹事務局長

●会友推挙

●会員推挙

創立会員賞の賞品（革製クロック・トレイセット）

会員・会友の努力賞賞品

（ルーペ付き懐中時計）
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及、発展ということは継続して期待され
ていると思います。
富士フイルムはデジタルの新しい商品
のご提案をさせていただくと同時に、フ
ィルム生産も継続しておこないます。今
後もフィルム生産は止めません。両面か
ら写真界発展のお手伝いをさせていただ
きます。二科会写真部ともども日本の写
真文化を守り育ててゆきたいと思いま
す。このことは富士フイルムとして皆様
にお約束させていただきます。

先ほど会場の人数をざっと数えました
ら、今日は千人近くがここにお集まりに
なっていらっしゃる。二科会写真部の途
方もないエネルギーを実感しました。日
本の写真界でこれほどの規模の授賞式は
そうありません。とにかく台風一過の晴
れやかな授賞式、大変おめでとうござい
ます。
私は1年半前に『アサヒカメラ』の編
集長になりました。そしてその半年後に
『アサヒカメラ』が80周年を迎えるとい
うことになりました。それで過去の雑誌
を紐解くと、とにかく常に時代の最先端
を走って来たわけです。ところが近年、
急激に写真のデジタル化が進行し、余儀
なくカメラ雑誌も銀塩からデジタルへの
シフトを要求されているのですが、ただ
フィルムファンもまだまだ多く、雑誌づ
くりもなかなかむずかしい時代を迎えて
います。
『アサヒカメラ』の読者に二科会写真
部会員・会友の方もいらっしゃいますの
で、いろいろご意見を伺いながら、これ
からも雑誌を続けてゆくことに力を注ぎ
たいと思っております。特に大竹先生に
は、長寿の連載でお世話になっておりま
す。二科会写真部の皆さんとともに日本
の写真文化を未来永劫守り続けてゆくと
いう強い意志を持ちまして、今日お集ま
りの皆様へのお祝いの言葉とさせていた
だきます。

第55回というのは大変な回数だと私は
思っております。私は昭和51年に『アサ
ヒカメラ』の編集長を辞めてからは、こ
の授賞式に殆ど出席させていただいてい
ると思います。そうしますと今年で32回
目になると思います。その間、写真もず
いぶん変遷を繰り返しましたし、二科会
写真部も成長なさいました。二科会写真
部のエネルギーは、本日のような台風に
もかかわらず全国から皆さんが馳せ参じ
る、その情熱にあるのだと実感しました。
本当に素晴らしいことです。諏訪から5
時間かけて来ましたとか、6時間かかり
ましたとかいう話を聞いてビックリしま
したが、皆さんにとって二科展が掛け替
えのないものであることを改めて強く感
じました。
第55回展を記念するかの如く、新しい

国立新美術館で今までと違う素晴らしい
展覧会が始まっております。本日、展覧
会を拝見してきましたが、見て回るのに
1時間以上かかりました。昨年まで壁面
いっぱいに数段掛けの展示で、何か雑多
な感じで作品のよさがなかなか詳細に頭
に入ってこなかったのですが、あの広が
りの中で、あのサイズで見せていただく
と非常に分かりやすい。大変興味深く拝
見しました。
二科会写真部の展覧会におけるエネル

ギーは、ある意味で群を圧し、群を抜く
気迫があります。ある部分はマンネリの
印象もありますが、面白い写真が多々あ
りました。そういう点では相当なものだ
なと思います。
初入選された方々は、この感激を噛み

しめながら新しい写真をどんどんお撮り
になられることを希望します。いっぽう
無審査の会員・会友の方は、どうしても
その情熱が少し停滞気味になるような感
じがいたしますので、第55回という素晴
らしい歴史に、さらに新たな歴史を刻む
ほどの気迫を持って臨まれることを期待
します。常に新しいテーマと表現に挑戦

し続けていただきたい。こういう写真で
やるんだという一つの迫力というか気概
を示していただくと、より面白くなるの
ではと思います。二科会写真部としても
いろいろな工夫をされたり、決意を新た
にされていると思いますが、さらなるご
発展を心から祈念します。

本日は大変おめでとうございます。私
が展覧会会場を東京都美術館から国立新
美術館に移すための移転実行委員長をや
っていたという経緯から、本日ここにご
招待していただいたものと解釈していま
す。数十年ぶりに二科会4部の合同会議
が開かれました。その中で展示面積、負
担金その他かなり厳しい議論があって、
9月5日に展覧会初日を迎えることができ
ました。角尾事務局長をはじめ写真部の
皆さんは真摯にこの議論に参加していた
だきました。
私も東京都美術館、上野の森美術館の

展示をずっと見てきて、スペース的にか
なり厳しい展示であるという認識はあり
ましたので、今回、写真部の展示を見ま
して大変喜ばしく思いました。まだまだ
議論の余地はあると思いますが、二科会
4部が協力して新しい二科展を作ってい
かなければと思っております。
私個人のことでお話しをしますと、私

が二科展に初出品したのは1969年だと思
います。写真部さんと授賞式が一緒で、
彫刻部の賞は賞状1枚だったのに比べ、
写真部さんは賞状と豪華な賞品が付いて
いて、羨望の眼差しで見ていた記憶がご
ざいます。そういう写真部さんの授賞式
にご招待いただいて大変うれしく思って
おります。
これは私の考えですが、1年間の努力

の成果を披露する真剣勝負の場が公募展
の会場であると解釈しております。また
来年、皆さんと同じ展示空間で会えるこ
とを楽しみにしております。

「新たな歴史を刻む
気迫を持って」
写真ジャーナリスト

岡井 耀毅 様

「公募展は真剣勝負の場」
社団法人二科会彫刻部会員

吉野 毅 様

「途方もない二科の
エネルギーを実感」
アサヒカメラ編集長

奥田 明久 様
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審査員：中山陽、高橋扶臣男、川本貢功、
高間新治、沖守弘、小山保、西岡伸太、
朝日正、徳永善彦、蜂須賀秀紀、駒形隆
夫、塚田富士夫、岩下直行、西村建子、
五十嵐敏紀、青山昌弘、横山芳明、花田
英彦、照井四郎、流石匠、下牧穂積、六
角宥子の会員23名
進行：角尾栄治事務局長、天内紀元事務
局長補佐

4月15日午前10時から一般デジタル部
門の一次審査を開始。審査方法は一般銀
塩部門と同様で、応募1,902点からまず1
名1点で350点程度に絞った。
入選候補に残った全作品を被写体別に

ジャンル分けし、ジャンル別の審査を開
始、入選内定作品を選んでゆく。2時30
分ごろにデジタル部門の入選内定作品
118点が決定した。
休息を挟んで2時45分から学生部門の

一次審査を始め、荒選りから徐々に絞り
込んでゆき、4時25分ごろ学生部門の入
選内定作品33点が決まった。

審査委員長：大竹省二創立会員
審査員：中山陽、高橋扶臣男、津嶋久仁
香、山本博之、佐々木隆二、須賀一、川
本征紀、嘉納義治、齋場ひさとし、八柳
吉彦、織戸千尋、今井寿雄、森秀輔、近
藤誠宏、吉本睦子、徳永美奈子、村上則
子、岡部さち子、若林繁の会員20名
進行：角尾栄治事務局長、天内紀元事務
局長補佐

第55回二科会写真部展の「二科賞」を
はじめ「協賛会社賞」などの入賞作品を
決める二次審査は、6月6日（水）午前10
時から国立新美術館の審査室にて大竹省
二創立会員および写真部会員44名が参加
しておこなった。
二次審査は展示用に大伸ばしてパネル

張りした作品で審査する。審査方法は一
般銀塩部門の入選内定810点、一般デジ
タル部門の入選内定118点、学生部門の
入選内定33点をそれぞれ被写体ジャンル
別に分類して入賞候補と入選確定に選
別。さらに入賞候補に残った作品を入賞
確定、入賞候補、入選確定の3クラスに
選び分けし、まず入賞確定になった作品
から「二科賞」「全国知事会賞」「協賛会
社賞」「奨励賞」の各賞を選定する。
審査台に並べられたパネルを端から順

に1点ずつ評価してクラス分けするが、
審査員の評価が異なる場合は挙手による
多数決で決める。
入賞作品が絞られるほどに審査員の熱

気のこもった視線が作品に集中し、意見
も活発になって挙手による決定が多くな
った。何回も繰り返し作品を並べて審査
しながら優秀作品を絞り込んでゆき、最
初に「二科賞」が審査員の総意によって
決定した。ついで「全国知事会賞」が決
まった。その後は「協賛会社賞」および
「奨励賞」が順次選ばれた。
一般銀塩部門の後、一般デジタル部門

と学生部門も同様に審査をおこない、午
前10時から始まった二次審査も午後4時
を回ったところでようやく最終審査が終
了し、第55回展の各賞が決定した。
この審査後、引き続き「第55回展」入

賞作品の講評会を同会場でおこなった。

審査委員長：大竹省二創立会員
審査員：工藤勝彦、立原日出男、五十嵐
敏紀、横山芳明、櫻井孝一、六角宥子、
岡田淳、片岡順一、高橋扶臣男、大橋治
三、朝日正、田邉幸雄、大山荘一、飯島
志津夫、川口芳郎、畠山俊彦、丹羽正仁、
小池亨、長島幹生、高橋正行、土田貴夫、
米田利昭、木村晃造、西岡伸太、三澤和
子、川本武司、照井四郎、山本博之、岩
下直行、川本貢功、花田英彦、赤塚弘光、
徳永善彦、宮原博美、中北満雄、荒井賢
治、入交貞悦、川本征紀、川畑雅弘、井
上俊正、宮崎圭介、中谷次郎、田崎力、
中山陽の会員44名
進行：角尾栄治事務局長、天内紀元事務
局長補佐

「一般デジタル部門」
「学生部門」一次審査

「一般デジタル部門」「学生部門」
一次審査の審査員

二次審査の審査員

第55回展二次審査

審査室隣りの作品整理室で、ジャンル別にコンテナに乗せ
られ、二次審査を待つ作品パネル

A 一般銀塩部門
ジャンル（参考）

1 日本風景
2 日本山岳
3 富士山
4 花木・植物
5 花
6 動物
7 犬
8 猫
9 猿
10 鳥
11 昆虫
12 魚・水中・水族館
13 国内スナップ
14 国内祭り・行事

15 海外風景
16 海外動物
17 海外スナップ
18 海外祭り・カーニバル
19 アフリカ
20 インド・ネパール
21 ポートレート
22 ヌード
23 スポーツ
24 構成パターン
25 造形的風景
26 花火
27 オーロラ
28 その他

B 一般デジタル部門
1 風景
2 動物
3 鳥
4 スナップ
5 ポートレート
6 ヌード
7 スポーツ
8 構成パターン

9 ファンタジー/動物
10 ファンタジー/人物・スナップ
11 ファンタジー/植物
12 ファンタジー/風景
13 ファンタジー/女・ヌード
14 ファンタジー/CG
15 ファンタジー/モノクロ・カラー混在
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第55回展の公募作品の一次審査は4月
13日（金）から始まり、15日（日）までの3
日間「一般銀塩部門」「一般デジタル部
門」「学生部門」に分けてそれぞれおこ
なった。
2007年度の応募状況は、応募者総数
3,365名で応募作品点数15,915点であっ
た。ちなみに前年度に比べて、応募者数
については201名の減少になったが、作
品点数は105点増加して過去最高の応募
総数となった。
一般銀塩部門の応募は2,603名・
12,669点と応募数全体から見るとまだ圧

倒的に多いが、銀塩作品は毎年減少傾向
にあり前年比で166名・105点の減少で
あった。いっぽう部門を新設してから毎
年応募数が増加しているのが一般デジタ
ル部門で、今年も前年比で33名・346点
増の応募があった。

一般銀塩部門の一次審査は、4月13日と
14日の2日間に渡って国立新美術館の地下
にある審査室でおこなった。審査委員長
の大竹省二創立会員をはじめ全国から参
加した会員23名が審査に当たった。
審査は定刻の午前10時にスタート。は

じめに大竹審査委員長が挨拶、今年の審
査に当たっての心構えなどについて話が
あった。つづいて進行の角尾栄治事務局
長が審査方法について説明。
審査方法は例年どおりで、まず受付番
号順に1名ずつ応募作品を審査して、入選
候補の作品がある場合は1点を残す。さら
に入選候補に残った作品を被写体別28ジ
ャンルに分け、ジャンル別に審査して入選
と入選候補の作品を選ぶ方法でおこなう。
審査室は階段状のベンチ席になってい

て審査員が着席、その対面に応募作品を
並べる審査台を設置した。まず審査台に1

名分の応募作品が順次並べられ、その中
から入選候補となる作品1点を選んでゆ
く。候補作品がない場合は、ここで落選と
なる。入選は1名1点に限られており、今
年は応募数2,603名・12,669点から最終
的に入選予定数まで絞られることになる。
一日目の審査は午後7時で終了し、一般銀
塩部門の一次審査は翌日に引き継がれた。
4月14日も午前10時から審査を開始。

銀塩部門の前日のつづきをおこなった。つ
づいて銀塩とデジタル混合の応募作品を
審査した。
次に全応募作品から荒選りで残った入

選候補作品をジャンル別に選別する作業
をおこない、ジャンル分けが終わったとこ
ろで同じジャンルの作品を一挙に並べて
再審査に入った。ジャンル別の中から優
れた作品を選び出し、この段階で選ばれ
た作品が事実上の入選内定となるので、
審査員席はいっそう熱を帯びて活発な意
見が飛び交う。
こうして2日間に渡って行った一般銀塩

部門の一次審査は、5時25分ごろに最終
審査が終了し、第55回展一般銀塩部門の
入選内定作品810点がようやく決定した。

審査委員長：大竹省二創立会員

「第55回展」公募作品審査レポート

応募総数15,915点から
入選・入賞作品961点が決まる
第55回展一次審査始まる

「一般銀塩部門」一次審査

「一般銀塩部門」一次審査の審査員

審査方法について説明する角尾事務局長
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二科賞 「化粧鏡」 宮内　勝廣 千　葉
二科賞は一般銀塩部門および一般デジタル部門の入選作品から選出

全国知事会賞 「視線」 北脇　英雄 福　岡
全国知事会賞は一般銀塩部門および一般デジタル部門の入選作品から選出

学生二科賞 「カメラマン」志村　祥隆 群　馬
学生二科賞は学生部門の入選作品から選出

A 一般銀塩部門

■協賛会社賞
ペンタックス賞 「ママとお話し」 神田　義桂 静　岡
田崎真珠賞 「いたずら犬」 松島眞知子 静　岡
マミヤ賞 「アフタヌーン」 石川　羊男 兵　庫
FUJIFILM賞 「凝視」 中島　秀雄 長　崎
ラボネットワーク賞 「ポーズ」 利長　満夫 山　口
ケイジェイイメージング賞「高速道路工事風景」 松永　忠郎 静　岡
コダック賞 「葉姿」 秋山　義夫 山　梨
シグマ賞 「富士に翔ぶ」 渡会　幸雄 愛　知
タムロン賞 「記念撮影」 吉塚　雄二 福　岡
LPL賞 「哀愁」 虫上　智 岡　山
ケンコー賞 「ひととき」 金子　勲夫 千　葉
エイエムエス賞 「いつの日か」 入江　弘 岡　山
オリエンタル賞 「ファミリー」 小野田章和 和歌山
写真弘社賞 「海辺の母子」 川端　利夫 静　岡
日本発色賞 「ガンジス通り」 山口　峰子 愛　知
フェニックス賞 「花すだれ」 長岡　裕子 長　崎
クリエイト賞 「月光」 大須賀和夫 山　梨
フレームマン賞 「叫び」 山脇　明 愛　媛
堀内カラー賞 「軒下」 上島　勝幸 長　野
日本フォトコンテスト賞 「怒濤」 成瀬　英雄 愛　知
アサヒカメラ賞 「再生を待つ」 門田　実 広　島
日本カメラ賞 「晩秋」 下河原美代子 広　島

■奨励賞
「狙い」 吉澤　秀行 北海道 「秋彩」 戸田　英義 三　重
「光のライン」青木　和恵 山　形 「薄化粧」高倉百合子 広　島
「冬の日」川島あつ子 神奈川 「川霧に舞う」網永　保人 山　口
「うねりの雪原」成塚　竹男 群　馬 「引っ張る」井生よし江 山　口
「寸刻」 飯沼　暉子 長　野 「赤トンボ」久田　重一 長　崎
「赤い扉」奥田　栄子 愛　知 「ビーチ」 二又ふき子 福　岡
「学僧」 柴田　匡繁 三　重

B 一般デジタル部門

■協賛会社賞
キヤノン賞 「いのち」 大野　三郎 静　岡
オリンパスイメージング賞 「たわむれ」 有川　昌子 東　京
ニコン賞 「ホリデー」 森山　徹 島　根
写真弘社賞 「華の園」 中桐　敬二 東　京
FUJIFILM賞 「ドライ・アレンジ」 東　正子 石　川
ラボネットワーク賞 「孤独な時間」 兵頭　英雄 兵　庫
エプソン賞 「波濤」 南　一敏 広　島
日本フォトコンテスト賞 「ひと休み」 岩崎　和生 三　重
アサヒカメラ賞 「キュートなセリーナ」武田　操 静　岡
日本カメラ賞 「ワンルームマンション」岩谷　眞 岩　手

■奨励賞
「オーロラダンス」大道寺市三郎 山　形 「夏の絵の中へ」嶋岡　恭司 三　重
「魅せられて」長沢　之江 千　葉 「国旗掲揚」大坪　享介 高　知
「遊ぶ」 赤塚　利夫 三　重

C 学生部門

■協賛会社賞
フォトピア アーツ賞 「嫉妬の街」 前田　浩彰 滋　賀
よしみカメラ賞 「紫陽花の咲く頃に…」 鈴木　信慶 群　馬
セコニック賞 「突風」 新谷みゆき 鳥　取
日本発色賞 「緑の宇宙」 樋口志津香 東　京
FUJIFILM賞 「全力を出しきった」玉井　里美 兵　庫
フレームマン賞 「蝋光」 我如古清太 福　岡
ラボネットワーク賞 「青春の影」 塩野　康裕 福　岡
日本フォトコンテスト賞 「悲鳴」 大谷　遥 北海道
アサヒカメラ賞 「輪になって」 朝日 美里 北海道
日本カメラ賞 「ブレストレーニング」 阿部はるか 埼　玉

学生部門入賞者一般銀塩部門入賞者

一般デジタル部門入賞者

第55回展 一般部門・学生部門入賞者
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二科賞　「化粧鏡」宮内勝廣（千葉） 全国知事会賞　「視線」北脇英雄（福岡）

学生二科賞　「カメラマン」志村祥隆（群馬）

キヤノン賞（一般デジタル部門） 「いのち」大野三郎（静岡）




